
沖縄総合事務局

・高齢化、若手育成担い手不足
・長時間労働、週休2日がとれていない

沖縄インフラDXルーム開設の経緯①
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・生産性を向上させる
・労働環境を改善する

・ICT技術を活用した施工現場の効率化、省人化の促進（i-Construction）
・測量、設計、施工、維持管理に至る建設プロセスを３次元データで繋ぐ（BIM／CIM）

背景

改善

手段

さらに

データとデジタル技術を活用した働き方の改革が必要（インフラDX）



沖縄総合事務局

インフラ分野のDXを進めるために

沖縄インフラDXルーム開設の経緯②
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取組みの一環として「沖縄インフラDXルーム」を開設

インフラDXの推進に必要な環境整備や人材育成などの取り組みを推進

今回、DXルーム開設に伴い、

概要説明や建設現場との遠隔臨場、VR体験等を紹介します



沖縄総合事務局※用語説明（参考）
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〇i-construction（アイ・コンストラクション）
国土交通省では、「ICTの全面的な活用（ICT土工）」等の施策を建設現場に導入することによって、
建設生産システム全体の生産性向上を図り、もって魅力ある建設現場を目指す取組である
i-Constructionを進めている。
※Ict（Information and Communication Technology；情報通信技術）

〇BIM／CIM
BIM/CIM（Building / Construction Information Modeling, Management）とは、
調査・計画・設計段階から BIM/CIMモデルを導入し、その後の施工、維持管理の
各段階においても、情報を充実させながらこれを活用すること。あわせて事業全体にわたる
関係者間で情報を共有することにより、一連の建設生産・管理システムにおける受発注者双方の
業務効率化・高度化を図る。BIM/CIM モデルとは、対象とする構造物等の形状を 3 次元で表現した
「3 次元モデル（対象とする構造物等の形状を 3 次元で立体的に表現した情報）」と
「属性情報（3 次元モデルに付与する部材（部品）の情報（部材等の名称、形状、寸法、物性及び
物性値（強度等）、数量、そのほか付与が可能な情報））」を組み合わせたもの。

〇インフラ分野のDX
社会経済状況の激しい変化に対応し、インフラ分野においてもデータとデジタル技術を活用して、
国民のニーズを基に社会資本や公共サービスを変革すると共に、業務そのものや、組織、プロセス、
建設業や国土交通省の文化・風土や働き方を変革し、インフラへの国民理解を促進すると共に、
安全・安心で豊かな生活を実現。



沖縄総合事務局沖縄の現状と特徴(建設業者の年齢構成割合、予想される労働力不足)

資料：平成29年就業構造基本調査（沖縄県）
日本建設業連合会「再生と進化に向けて」の試算と同じ方法により算定
（H29 50～59歳の約4割が離職、60歳以上は全員が離職で試算）
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10年後には大半が引退

若年入職者の確保・育成が喫緊の課題



建設業を取り巻く現状と課題

出典：日建協「2017時短アンケート（速報）」を基に作成

※日建協の組合員の技術者等を対象にアンケート調査。
※建設工事全体には、建築工事、土木工事の他にリニューアル工事等が含まれる。

建設業は全産業平均と比較して年間300時間
以上長時間労働の状況。

出典： 厚生労働省「毎月勤労統計調査」年度報より国土交通省作成

他産業では当たり前となっている週休２日も
とれていない。

現在4週8休は
1割以下 建設業における休日の状況（技術者）

（ 4週当たり）

休暇日数

5.07日

（4週当たり）

休暇日数

5.21日

（4週当たり）

休暇日数

4.86日

年間実労働時間の推移
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準天頂衛星
（みちびき）

主 桁

横 桁

検査路

横 構

i-Constructionの取り組み
○Society5.0の実現に向け、i-Constructionを推進し、建設現場の生産性を2025年度までに2割向上を目指す
○ICT施工の工種拡大、現場作業の効率化、施工時期の平準化に加えて、測量から設計、施工、維持管理に至る建設プロセス全体
を3次元データで繋ぎ、新技術、新工法、新材料の導入、利活用を加速化するとともに、国際標準化の動きと連携

機器活用による測量 2次元図面による設計

ドローン(レーザースキャナ)や
準天頂衛星システム(みちびき)を
活用し、効率化、高密度化した
面的な3次元測量

人手が必須な点検作業 労働力を主体とした施工

測量 設計

施工維持管理

3次元モデルによる可視化と
手戻り防止、4D(時間)、5D(コスト)
による施工計画の効率化

ICT施工の工種拡大、
3次元データに基づく施工、
デジタルデータ活用による
新技術の導入拡大等

ロボットやセンサーによる
管理状況のデジタルデータ化、
3次元点検データによる可視化

測量 設計

施工維持管理

建設生産プロセス全体を3次元データで繋ぐ

社会への実装
バーチャルシティによる
空間利活用

ロボット、AI技術の開発 自動運転に活用できる
デジタル基盤地図の作成

ドローン
GPS

3Dデータ
VR

自動化
ビックデータ

ロボット
AI

河川・堤防

トンネル

鉄道
空港

道路法面緑化

自動車専用道路

保存樹木

街路・街路樹

宅地

公園・緑地

タンク

駅・駅前広場

農業用水路

圃場整備

国際標準化の動きと連携

３次元設計データ等を通信
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３Ｄモデル

属性情報

（発注者）

（発注者）

３次元モデル
（設計レベル）

３次元モデル
（施工レベル）

３次元モデル
（管理レベル）

３次元モデル
（施工完了レベル）

・発注業務の効率化
（自動積算）
・違算の防止

・工事数量算出（ロット割）
の効率化

・起工測量結果
・細部の設計

（配筋の詳細図、現地取り
付け等）

・干渉チェック、設計ミスの削減
・構造計算、解析
・概算コスト比較
・構造物イメージの明確化
・数量の自動算出

・点検・補修履歴
・現地センサー（ICタグ等）
との連動

・施工情報（位置、規格、出
来形・品質、数量）
・維持管理用機器の設定・施設管理の効率化・高度化

・リアルタイム変状監視

・干渉チェック、手戻りの削減
・情報化施工の推進

・地形データ（３次元）
・詳細設計（属性含む）

（施工段階で作成する方が
効率的なデータは概略とす
る）

・設計変更の効率化
・監督・検査の効率化

施工（完成時）

・現場管理の効率化
・施工計画の最適化
・安全の向上
・設計変更の効率化

・完成データの精緻化・高度化

維持・管理

調査・測量・設計

（発注者）

・適正な施設更新
・３Ｄ管理モデルの活用

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【作成・追加するデータ】

【得られる効果】

【得られる効果】

【得られる効果】
【得られる効果】

・時間軸（４Ｄ）

【追加するデータ】

施工中

３次元モデルの連携・段階的構築

施工（着手前）

生産性革命のエンジン、ＢＩＭ/ＣＩＭ

○BIM/CIM（Building/Construction Information Modeling Management）とは、
計画・調査・設計段階から３次元モデルを導入し、その後の施工、維持管理の各段階にお
いても、情報を充実させながらこれを活用し、あわせて事業全体にわたる関係者間で情報
を共有することにより、一連の建設生産システムにおける受発注者双方の業務効率化・高
度化を図るもの
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沖縄総合事務局

◎BIM/CIM研修の実施（国・自治体・民間対象） ◎VR・AR・MR機器を用いたインフラDXの体験

◎遠隔臨場による監督・検査の実施

◎Web会議ルーム（ブース）の設置

◎研修・打ち合わせスペースの設置◎サテライトオフィスの設置

インフラDXルーム（沖縄総合事務局）

〇インフラＤＸ推進の交流拠点及び情報発信拠点として、3次元データ（BIM/CIMデータ）の活
用やVR/AR/MRなどの先端技術を体験できる環境を整備することにより、データとデジタル技術
によるインフラ分野での技術革新等を促進させる場とする。
〇Web会議やサテライトオフィスとしての活用、職員の働き方改革実践の場を創出するととも
に BIM/CIM等研修を行う事により、人材育成の場としても活用。

◎BIM/CIM、 i-Construction、新技術の紹介

◎BIM/CIMデータの受渡しや閲覧

沖縄インフラＤＸルーム
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沖縄総合事務局i-Constructionとインフラ分野のDXの関係

インフラ分野のDX（業務、組織、プロセス、文化・風土、働き方の変革）

バーチャル現場

デジタルツイン

建機の自動化・自律化

VRでの現場体験、3Dの設計・施工協議の実現

国土交通データプラットフォーム地図・地形
データ

気象
データ

交通（人流）
データ

防災データ

エネルギー
データ

施設・構造
物データ

ハザードマップ（水害情報）の3D化

AIを活用した画像判別

イ
ン
フ
ラ
の
利
用
・

サ
ー
ビ
ス
の
向
上

建機メーカー建設業界
建設コンサルタント 等

ソフトウェア、通信業界
サービス業界

占用事業者

デジタルデータの連携リスク情報の3D表示により
コミュニケーションをリアルに

イ
ン
フ
ラ
の
整
備
・

管
理
等
の
高
度
化

AIにより交通異常検知の判断・点検等を効率化

特車通行許可の

即時処理

地下空間の3D化

所有者と掘削事業者の

協議・立会等の効率化

河川利用手続きの

オンライン24時間化

ICT施工

コンクリート工の規格の標準化

施工時期の平準化

あらゆる建設生産プロセスでICTを全面的に活用
【３次元測量】 【ICT建機による施工】

BIM/CIM

受発注者共に設
計・施工の効率化・
生産性向上

定型部材を組み合わせた施工

平準化された工事件数

現状の工事件数

２か年国債・ゼロ国債の設定

i-Construction（建設現場の生産性向上）

自律施工技術・自律運転を活用した建設生産性の向上
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沖縄総合事務局インフラ分野のDX（デジタル・トランスフォーメーション）
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インフラＤＸルームの利活用シーン①

AR・VR機材を活用し３Dデータの確認や民間先端技術を体感

ＡＲやＶＲの再生環境により、民間先端技術の体験等を本省内で体験可能。

最先端技術の体験
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インフラＤＸルームの利活用シーン②

公物管理・危機管理への活用

インフラのデジタル化のためのデータ取得

ＤＸルーム（遠隔対応拠点）

遠隔による技術支援（試行）の様子

・現地状況をリアルタイムで把握
・CIMモデルを活用した災害復旧工法
の検討

・施設等管理者に対し、効率的かつ迅
速な技術支援を実施
・２次災害防止

デジタルツールを活用した非接触・リモート方式の技術支援

崩落前の３次元点群データ

崩落後の３次元点群データ
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インフラＤＸルームの利活用シーン③

ＤＸ

○ 国総研や地整等が行う遠隔施工等について、運転席から見える風景を体験可能
○ 将来的には現場や国総研実験フィールドの実機を、本省からリモコン等で操作
することも可能

現場

本省インフラDXルーム

建設DX実験フィールド
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インフラＤＸルームの利活用シーン④

WEB会議やサテライトオフィスとしての活用

ルームに常設する大型モニタ等により、事前準備が不要。
多数の参加者の顔を見ながら、講演･研修が可能。国交大研修でも活用できます。
２部屋個室を設け、騒音を低減した会議が可能。

Ｗｅｂ会議システムの利用
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